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 研究要旨 

 本研究は小児の糖尿病並びに生活習慣病の実態並びに病因を明らかにし、治療法を確立

し、長期予後の改善を計るために組織された。１型糖尿病、２型糖尿病、生活習慣病毎に

分担研究班が組織された。また、１型糖尿病（小児インスリン依存型糖尿病）の長期予後、

死因、死亡率の研究は DERI 国際研究、DIAMOND 国際共同研究、厚生省糖尿病疫学調査研究

班を経由して継続されてきたが、今後この研究班の研究として継続することになった。平

成１１年度は２年度であり、研究が大幅に進行した。４人の分担研究者を中心に分担研究

者会議が開催され、各分担研究の方向性について討議された。各分担研究毎に研究班会議

が開催され、平成 12 年２月５日に全体班会議が開かれた。各分担研究毎に研究の方向性が

示され、新年度の研究成果が報告された。今後、この計画に沿って更に研究が継続され、

最終年度の研究成果が期待される。新しい糖尿病の定義、診断基準が報告されたが、この

中には小児についての具体的な方法、基準は示されていない。この研究班全体の事業とし

て、小児における経口ブドウ糖負荷試験の再検討を行い、小児の診断基準が成人の基準と

同じでよいか検証することになった。 

 

Ａ．研究目的 

 小児の糖尿病は１型糖尿病、２型糖尿病、その他の糖尿病に分類される。白人を中心と

した欧米社会においては小児の２型糖尿病は非常にまれな疾患であり、小児糖尿病は１型

糖尿病を指すのが一般である。近年ライフスタイルの西欧化に伴い、小児期発症２型糖尿

病が急激に増加しかつ若年化していると報告されている。これは、日本だけの問題ではな

く、韓国、中国、南太平洋諸島の諸国並びに黒人、ヒスパニックにおいても観察され、大

きな問題を投げかけている。幸い我が国においては学校における集団検尿の制度があり、

２型糖尿病を早期に発見が可能である。しかし、検尿、診断、治療、追跡体制が不十分な

ためせっかく発見された糖尿病児がが適切な治療を受けずに、働き盛りの 20 から 30 歳代

に重篤な糖尿病性合併症に陥ることが希ではない。また、我が国においては学校健診の精

度があり、定期的に身体計測が行われている。之により肥満、成長障害が診断可能である。

しかし、プライバシーを重視するあまり、これらの身体計測の結果が児童の疾患の早期発

見に繋がっていないのが実状である。高脂血症、高血圧に伴う生活習慣病も確実に増加の

傾向があり、動脈硬化症、この結果としての心筋梗塞の若年化が大きな問題になっている。

アメリカが国を挙げて取り組んできた、若年発症動脈硬化症の問題が今我が国で急速に進

行している。１型糖尿病の発症率が少ない反面、それを専門とする小児科医が少なく、そ

の長期予後は欧米に比べて悪いことが明らかにされてきている。このような背景をくい止

めるために、またより健全な小児の健康生活を確保するため、この研究班は組織され、研

究が実行に移されてきている。 

 

Ｂ．研究方法 



 研究班は４つの分担研究から成っている。 

１．「小児インスリン依存型糖尿病の実態と治療法、長期予後改善に関する研究」    

（分担研究者 松浦信夫 北里大学医学部小児科教授） 

 主に１型糖尿病の実態、発症率、長期予後を含めた疫学を明らかにし、治療の中心であ

るインスリン療法、特に強化インスリン療法の確立、その評価のための HbA1c 標準化の検

討を中心に研究が進められる。治療の課程で問題になる重症低血糖、成長障害、心理的な

問題に伴うコントロールの悪化、Dead in bed syndrome などである。その背景を明らかに

するために研究協力者の症例、並びに小児インスリン治療研究会に登録された患者コホー

トを中心に研究を進めるた。 

  

２．「小児インスリン非依存型糖尿病の早期発見と治療法、長期予後改善に関する研究」  

（分担研究者 佐々木望 埼玉医科大学小児科教授） 

 主に２型糖尿病の疫学、病態、治療法、長期予後の改善を目指して研究が進められてい

る。対象となる症例は学校における集団検尿で発見される尿糖陽性児および一部肥満児で

あり、このスクリーニング方法、診断方法、治療法の確立を行う。協力者は何れも、一定

の地域で学校検尿に深く関わってきた先生方であり、従来の研究に加え班員で共同研究を

組むことで、更に大きな対象が把握され、貴重な研究成果が得られるつつある。 

  

３．「小児のライフスタイルの実態、生活習慣病の発症要因、予防に関する研究」 

  （分担研究者：貴田嘉一 愛媛大学医学部小児科教授） 

 主に小児の肥満、高血圧、脂肪肝，高脂肪血症、骨粗鬆症の疫学、病態、治療法を確立

し、その改善に努めるのを目的としている。初年度はその実態を明らかにする疫学研究を

行い、平成 11 年度はその評価の方法を検討した。最終年度はその研究に基づいた、ガイド

ラインの作成を目指している。 

 

４．「小児糖尿病（インスリン依存型糖尿病）の予後に関する疫学研究」 

  （分担研究者：田嶼尚子 慈恵会医科大学第３内科教授） 

 主に小児期発症１型糖尿病児の長期予後について研究を進めている。DERI, DIAMOND 国

際研究、厚生省糖尿病疫学調査研究班を経由してこの研究班に引き継がれた。1960 年､1970

年代発症コホートの追跡調査を継続した。最終年度は 1980 年度発症のコホートを立ち上げ、

発症年次毎の１型糖尿病児の合併症、死亡率、死因を比較検討し、その予後を規定する因

子を明らかにする。この因子を明らかにして予後改善に繋げる。 

 

Ｃ．研究結果 

1)小児インスリン依存型糖尿病の実態と治療法、長期予後改善に関する研究班 

 ①群馬県、新潟県、東四国（香川県、徳島県）における疫学研究が行われた．また北海

道における死亡率、合併症についての報告が行われ､1960,70,80 年代発症において予後の

改善がなされることが明らかになった。②HbA1c の標準化は日本糖尿病学会標準品による

検討から、更に国際的な比較が可能にするPeptide mappingを用いた研究へと発展させた。

③施設間に HbA1c の平均値に大きな違いのあることが明らかになった。その背景を明らか

にする調査が行われたが、インスリン治療法、日本糖尿病学会認定医数などでは差が見ら

れなかった。④Dead in bed syndrome が我が国に存在するか、全国調査が行われた。原因

不明の突然死症例の存在が確認された。⑤小児期発症１型糖尿病の最終身長は発症年次が

若いほど改善していることが明らかになった。⑤血糖コントロール不良例についてその背

景が検討された。思春期女子に多く、病気に受容が出来ず、家族を含め問題有る症例が多

い事、心理的にも問題があることが明らかにされた。 

 

2)小児インスリン非依存型糖尿病の早期発見と治療法、長期予後改善に関する研究班 



 横浜市、東京都、三重県、福岡市，熊本市、高知県に於ける学校検尿尿糖陽性児で発見

される２型糖尿病の診断、病因、疫学的研究が行われた。横浜市においては耐糖能障害（IGT）

児の糖尿病への移行が３年間で約 30%有ることが明らかにされた。地域により学校検尿尿

糖陽性者のスクリーニング方法が異なり、尿糖発見後の精検方法、体制が異なっている事

実が明らかにされ、今後組織的な改善、方法の統一の必要性が報告された。学校検尿、肥

満児健診で発見される２型糖尿病の臨床的な特徴が明らかにされた。性差がないこと、中・

高度肥満では高インスリン血症が見られること、自己抗体陽性率・１型糖尿病に見られる

特定な HLA 抗原がないこと、非常に高い家族歴を有することが明らかにされた。治療法は

まだ統一されていないが、今後各研究協力者の経験をもとに、治療ガイドを作成する予定

である。 

 

3)小児のライフスタイルの実態、生活習慣病の発症要因、予防に関する研究班 

 昨年の実態調査に次いで、最終年度のガイドライン作成のため、ライフスタイルのアセ

スメントの方法論が検討された。肥満のアセスメントととして、成人、国際的に用いられ

ているとして BMI の導入の妥当性が検討された。同じように、高脂血症のアセスメント、

高血圧、耐糖能、骨密度のアセスメント、食生活・運動習慣のアセスメントが検討された。

このアセスメントに対する介入のシステム化についても検討され、最終年度に向け研究は

継続される。 

 

4)小児糖尿病（インスリン依存型糖尿病）の予後に関する疫学研班 

 昨年に引き続き、平成 11 年度の死亡率、死因、合併症についての検討が進められた。

100,000 人年当たりの死亡率は改善したとはいえ、フインランドの約 3.5 倍であった。死

亡率、人工透析導入率、導入後の生存率、失明発症率に地域差があることが明らかにされ

た。社会経済因子、医療環境因子についても調査した結果、死亡率等とこれらの因子は相

関することが明らかにされた。これとは別に、大阪地区における小児期発症１型糖尿病の

合併症予後の調査が進められている。明年度に向け、1980 年代発症のコホートを立ち上げ

るために検討が進められている。 

 

Ｄ．考案 

 今年度の研究で新たに次のような点が明らかにされた。１型糖尿病では、北海道におけ

る１型糖尿病の予後、死亡率が年代と共に改善されてきていること、１型糖尿病のコント

ロールは思春期女性で悪く、精神心理的な問題を抱えていること、Dead in bed syndrome

がわが國にも存在することが明らかにされた。２型糖尿病では小児 IGT が３年間で 30%，

糖尿病に進展すること、高インスリン血症が認められ、大血管症の発症が増加することが

予想され、早期の対策が必要である。生活習慣病班においてはライフスタイルのアセスメ

ントが提案された。長期予後の疫学研究班においては長期予後について地域差があること、

予後改善したとはいえまだフインランドに比し悪いことが明らかにされた。 

 

Ｅ．結論 

 研究班は着実に成果を上げ、今までにない新しい事実を次々に明らかにしてきている。

今後この成果を廣く公表し、小児の健康政策の資料として利用されることを願っている。 
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